
Ⅰ．はじめに

　シイタケ原木栽培において，子実体発生の早期化を目的として，

オガクズ成型種菌が導入されているが，品種の適否については検

討されていない。今回は，低温性あるいは低中温性といわれるシ

イタケ原木栽培用の市販品種について，オガクズ成型種菌を作成

し，栽培試験を行った結果を報告する。

Ⅱ．材料および方法

　１．材料

　原木は，大分県野津町産１６年生のクヌギで，慣行により作業を

おこない，長さ１mに調製したものを供試した。

　オガクズ成型種菌は，市販種菌から分離し，常法によりオガク

ズ種菌を作成したのち，成型駒作成器を用いて成型し供試した。

供試品種の栽培特性を表－１に示した。

　２．方法

　種菌の接種は，１９９５年２月上旬に行い，当センターの集約栽培

施設（以下，人工ほだ場とする）内に１ヶ月程度棒積みで仮伏せ

した後によろい伏せで伏せ込みを行った。種菌の接種数量は，木

片種菌を使用する場合と同様とし，原木中央直径（㎝）の１．５倍

の接種数量とした。

　ほだ起こしは，１９９５年１０月上旬に行い，人工ほだ場内に立込み

を行った。

　調査は，害菌発生状況と子実体発生量について行った。害菌発

生状況調査は，ほだ起こし時に行い，ほだ木の樹皮表面上に発生

していた害菌が樹皮表面上に占める面積割合をほだ木１本ごとに

５％刻みの肉眼判定で被害面積率として求め，発生していた害菌

の種類を同時に記録した。

　子実体発生量調査（以下，発生量調査とする）は，発生した子

実体について，発生部位（接種孔および樹皮面）別に採取し，発

生個数，生重量，乾燥重量を測定した。

　なお，ほだ木育成期間および子実体発生期間における水分管理

は行わず，自然条件下による栽培とした。

Ⅲ．結果および考察

　１．結果

　害菌発生状況調査の結果を供試品種ごとに表－２に示した。発

生した害菌は，一般的にみられる種類のものであったが，キウロ

コタケの発生が多かった。被害面積率については，品種 Iがやや

高かった。

　発生量調査の結果は，乾燥重量および平均個重を供試品種別に

表－３に示した。１０月から翌年の５月までの一連の子実体発生時

期を発生年次として，総発生量に対する年次別の子実体発生割合

を乾燥重量について求め，年次別子実体発生率として表－３に示
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市販されているシイタケ原木栽培用の１０品種を用いてオガクズ成型種菌を作成し，クヌギ原木による栽培試験を実施した。栽培方法は，

生産現場で木片種菌を用いて行われる一般的な方法とした。子実体発生量調査の結果，４品種を除いて接種翌年の春に子実体の発生がみ

られ，最大で，一代発生量の８．９％の発生がみられた。また，ほだ木一代の子実体発生量では，２品種を除いて，平均的なほだ木一代発生

量の１５kg／m３より多かった。この結果，シイタケ原木栽培におけるオガクズ成型種菌の利用については，品種の選定が重要になることが

考えられた。また，接種１年目の子実体発生量が多かった品種については，子実体発生の早期化を図る栽培に利用できることが考えられ

る。

表－１．供試品種の栽培特性１）

発生型発生温度区　分

低温性　　春秋・冬春型７～１８℃品種A

低中温性　冬春型８～１６℃品種B

低中温性　冬春型８～１６℃品種C

中低温性　春秋型８～１６℃品種D

中低温性　春秋型５～２０℃品種E

低温性　　春型５～１８℃品種F

低中温性　春秋型５～２０℃品種G

低温性　　春秋型５～１２℃品種H

低温性　　春型６～１９℃品種 I

低温性　　冬春型５～１８℃品種 J

１）全国食用きのこ種菌協会編「きのこ種菌一覧（２００１年版）」より作成

速　報



した。また，品種AおよびCについては，木片種菌を用いた同時

期作業によるほだ木からの調査結果結果を品種AwおよびCwと

して示した。オガクズ成型種菌（以下，成型種菌とする）につい

ては，１年次に６品種で発生がみられ，品種Gおよび Fの発生率

が高かった。品種Gについては，２年次の発生率も他品種と比較

して高く，６年次には発生がみられないなど，他品種と子実体発

生パターンが異なっていた。品種Hは，６年次の発生率が他品種

より高かった。全体的には４年次の発生率が高く，一般的には２

年次あるいは３年次に発生率のピークがあるといわれている年次

別の発生パターンと傾向が異なっていた。発生量については，２

品種を除いて，大分県における平均的なほだ木１代収量の１５kg ／

m３より多い傾向にあった。

　月別の子実体発生率は，乾燥重量について月別に発生量を集計

し総発生量に対する割合として求め，月別子実体発生率として表

－４に示した。月別の発生率については，低温性と表示されてい

る品種の３月の発生率が高い傾向がみられたが，低中温性と表示

されている品種については差がみられた。成型種菌と木片種菌を

比較できた２品種については，種菌の差異による月別発生パター

ンの違いはみられなかった。

　接種孔からの発生状況については，３年次の発生量調査時にお

いて，ほとんどが樹皮面からの発生であったことや接種孔と樹皮

面の境界部位から発生がみられ判別が困難になったことから，２

年次までの調査結果について表－５に示した。１年次の子実体発

生は大半が接種孔からの発生であったが，３品種は樹皮面からの

発生がみられた。これらのうち品種FおよびHは，２年次までの

接種孔からの発生率が約３７％で他の品種と比較して高かった。一

方，品種Gは２年次の発生率は供試品種中最低であったが，総発

生量に占める割合は９．４％で供試品種中最高であった。これは，

品種Gの２年次の発生量が多かったために接種孔からの発生率が

低下したもので，発生量は供試品種中最多であった。

　発生部位別の個重については，品種Aが同一で，品種Fが樹皮

面発生の方が重かったが，他の８品種は接種孔から発生した子実

体の方が重かった。

　２．考察

　害菌の発生については，キウロコタケの発生が多く，他の同年

接種の試験結果（�）と比較しても多い傾向にあった。これは，

種菌を除いて他の条件が同一であったことから，人工ほだ場内に

仮伏せしていたことの影響が考えられる。

　害菌被害面積率と発生量（乾燥重量）の関係については，負の

相関傾向がみられたが，相関係数r＝０．５２０４，Spearmanの順位相

関係数（�）rs＝０．０６６７となり，両者とも有意差は認められなかっ

た。このことは，品種が異なることから一義的には述べられない

が，今回の被害面積率の範囲内であれば発生量に与える影響が少

ないことを示唆していると考えられる。

　年次別の発生率では，品種Gが３年次までで８０％以上の発生率

となり，発生期間の短縮化が可能な栽培特性を持つ品種と考えら

れる。成型種菌の４年次の発生率が高い傾向がみられたが，木片

種菌と比較が可能であった２品種で比較すると，多少の変動はあ

るが年次別発生率の変化傾向は同様であり，成型種菌であること

の影響ではないと考えられる。

　月別の発生率では，同様な表示をされている品種間でも差があ

ることから，１０～１２月の発生率の合計を秋期発生率とし，３～４

月の発生率合計を春期発生率として，散布図を図－１に示した。

散布図から，供試品種が大きく２つのグループに分離しており，

木片種菌による品種も成型種菌と同様の位置にあることがわかる。

また，成型種菌と木片種菌で発生量の差がみられた品種Cにおい

ても，月別の発生率パターンには差がみられなかった。これらの

ことから，月別の子実体発生率は発生量に影響されることが少な

く，栽培特性の客観的な分類基準に利用可能と考えられる。

　接種孔発生率から市販品種の成型種菌化の適応性を検討してみ

ると，総発生量に対する接種孔発生率が高かった品種GおよびF，

２年次までの接種孔発生率が高かった品種Hなどが適応条件を

備えていると考えられる。

　発生部位別の個重についてみてみると，一部品種を除き接種孔

から発生した子実体の方が重いことから，接種数量を増やし接種

孔からの発生を増加させることで，全体的な発生量の増加を図る

ことも可能と考えられる。

Ⅳ．まとめ

　今回の試験結果から，シイタケの原木栽培における成型種菌の

利用について，通常の木片種菌と同様の栽培であれば，同等以上

の性能を有することが明らかとなった。一方，成型種菌導入の本

来の目的である，発生の早期化や栽培期間の短縮については，品

種の選定が重要になることも明らかとなった。また，子実体発生

量が少なかった品種については，種菌調製の条件や栽培条件など

を再検討したうえで，成型種菌としての利用の適否を判断する必

要があると考えられる。

　接種孔からの発生については，今回の試験では検討できなかっ

たが，接種孔数に対して子実体の発生した接種孔数を調査し，栽

培技術的および経営的にみた場合の最適接種数量を検討する必要

があると考える。特に，多植式栽培を導入する場合においては経

営上重要な点と考えられる。

　原木栽培用シイタケ品種の栽培特性区分について，月別子実体

発生率の利用の可能性が示唆されたので検討を進めていきたい。

Ⅴ．謝　辞

　本試験を行うにあたり，終始適切なご助言・ご指導をいただい

た，大分県きのこ研究指導センター研究部長松尾芳徳氏に深謝の

意を表する。また，試験の実施にあたり，調査の補助および資料

のとりまとめなどにご協力いただいた，後藤末広，甲斐和恵，太

田光恵の各氏に感謝する。

引用文献

（�）石井秀之（２００１）日林九支研論　５４：１６９－１７１．

（�）石間紀男・橋口渉子（１９７８）応用統計ハンドブック．（応用

統計ハンドブック編集委員会編，８２７pp，養賢堂，東京）．

７９－９０． 

212

Kyushu J. For. Res. No. 55　2002. 3



213

九州森林研究　No．５５　２００２．３

表－２．品種別害菌発生状況調査結果

主要害菌発生本数率（％）３）害菌発生２）

種類数
（種／１本）

無　被　害
ほだ木本数
（本）

害菌被害１）

面 積 率
（％）

ほ だ 木
平均直径
（cm）

ほだ木
本　数
（本）

区　分
カワラタケダイダイタケクロコブタケキウロコタケ

７１３３０６０１．５　５１０９．５３０品種A

２７１３４０８３１．９　２１４９．３３０品種B

２７３０４０９３２．２　１１５９．１３０品種C

３２３２３４３１．２１０　７９．４３０品種D

２７３３１３７３１．７　４１１９．３３０品種E

２３３７１０６３１．５　６１０９．６３０品種F

１７２７４０６７２．１　４１７９．３３０品種G

７３０３０１７１．０１３　６９．６３０品種H

２０２３２７７３２．０　４２３９．５３０品種 I

１0２３２７３７１．２　６　９９．０３０品種 J

１）害菌被害面積率＝∑（ほだ木１本ごとの害菌被害面積率）／ほだ木本数
２）害菌発生種類数＝∑（ほだ木１本ごとの害菌種類数）／ほだ木本数
３）主要害菌発生本数率（％）＝各害菌の発生したほだ木本数／ほだ木本数×１００

表－３．年次別子実体発生率および品種別子実体発生量

子実体発生量年次別子実体発生率１）

個重２）

（g ／個）
乾燥重量
（kg ／m３）

６年次
（％）

５年次
（％）

４年次
（％）

３年次
（％）

２年次
（％）

１年次
（％）

２．４４１６．６２　０．１１　６．６０４２．３４２１．０８２９．６２０．２６品種A

２．６３１８．８９　４．８７１２．８６４５．０７２６．５０１０．６８０．００品種B

３．６３１２．０３　０．６７　７．１６２９．９４３１．７８３０．４５０．００品種C

２．１５１７．９０　２．８６１１．２６３６．００２８．０６２１．８２０．００品種D

２．２１２０．３７　０．４５　３．０９３４．６３３２．６３２８．６２０．５７品種E

２．６１１７．７３　１．４４１６．１４４０．９７１４．５６２２．７５４．１４品種F

２．３８１８．１８　０．００　１．１５１５．１６２０．３８５４．３６８．９４品種G

２．３４１６．１１１３．９４３０．０１３４．６２１０．５９９．９４０．９０品種H

２．９３１１．８２　１．２９　７．５４３７．５９３５．６６１７．９３０．００品種 I

２．３６１７．７３　１．３４　８．６８４０．１９１８．８５３０．０３０．９１品種 J

２．２１１６．９５　０．０５　３．８６３１．８３２９．４０３４．８６０．００品種Aw

２．９１１９．２８　３．６６１３．１９２７．１１２３．９５３２．０９０．００品種Cw

１）種菌接種翌年の５月までを１年次とし，以降は６月から翌年の５月までを期間とした。
      年次別発生率（％）＝各期の発生乾燥重量／総発生乾燥重量× 100
２）個重（g ／個）＝品種別の総乾燥重量／総発生個数

表－４．品種別発生月別子実体発生率調査結果

月別子実体発生率（％）１）

５月４月３月２月１月１２月１１月１０月

１．２１１２．６２５８．４１　８．３５　５．３２１２．０８　１．９１０．１０品種A

０．７４１０．７８２８．６７１０．０１１２．４０２０．２２１５．３０１．８７品種B

４．７９２３．６８４５．４６　８．７１　６．６９　５．０１　５．３７０．２８品種C

０．２０　７．９６３９．９３　９．１４１３．９０１３．４９１３．０９２．２０品種D

０．３７１２．１５３９．１６１０．５１　９．６９１３．４８１２．０８２．５７品種E

１．６３１５．４８５８．６４　５．９６　４．３７　９．３２　３．９００．７０品種F

０．２７　６．８７３７．１１　９．００１６．９２１４．２４　９．８９５．７０品種G

７．５３１９．５８５１．７４１０．９４　４．０８　４．６０　０．９７０．５５品種H

２．７９２４．１１４７．１２　６．８４　６．１６　７．３４　５．２００．４５品種 I

１．３９１３．８８５６．２２　８．０４　６．８１１０．４２　３．１８０．０６品種 J

０．５５　９．４５５６．３１１１．１８　９．０６　８．１０　４．３２１．０３品種Aw

０．７７１１．６６４７．８２１２．２０１１．６７　５．３５　８．９８１．５５品種Cw

１）月別子実体発生率（％）＝Σ（各月の発生乾燥重量）／総発生乾燥重量×１００
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表－５．接種孔からの子実体発生率および個重の調査結果

個　重５）

総発生量４）

（％）

２年次まで

樹皮面
（g ／個）

接種孔
（g ／個）

合計３）

（％）
２年次２）

（％）
１年次１）

（％）

２．７８２．７８３．６１３．７１２．６１００．０品種A

３．６８４．４９１．６２２．２２２．２　０．０品種B

４．９１５．４７２．３１０．３１０．３　０．０品種C

２．６７３．３２１．６　９．６　９．６　０．０品種D

２．８5３．８６２．６１２．２１１．８１００．０品種E

３．１６２．９５７．５３７．１３０．８　９０．９品種F

２．８2３．０２９．４１７．９　５．８　９０．６品種G

２．６3２．７４３．５３６．８３２．８　９０．０品種H

３．４０３．８１２．３１５．３１５．３　０．０品種 I

２．５１３．１７４．４１５．７１３．８１００．０品種 J

１）１年次の接種孔からの発生個数／１年次の発生個数×１００
２）２年次の接種孔からの発生個数／２年次の発生個数×１００
３）２年次までの接種孔からの合計発生個数／２年次までの合計
　　発生個数×１００ 
４）２年次までの接種孔からの合計発生個数／総発生個数×１００
５）部位別の２年次までの発生個数と乾燥重量から求めた

図－１．子実体発生率分布図


